
 

 

 

 

重点戦略 
～第３期 東みよし町まち・ひと・しごと創生総合戦略～ 

（２０２５年度～２０２９年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島県東みよし町 

２０２５年３月策定 

２０２６年３月一部改訂 

別冊 



目 次 

重点戦略（第３期 東みよし町まち・ひと・しごと創生総合戦略） 

 

 

第１章 重点戦略について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 

１ 重点戦略の位置づけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

２ 人口ビジョンとの関係・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

３ 基本目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

４ 重点戦略の体系・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

 

 

第２章 重点戦略の展開 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

 

基本目標Ⅰ 安定した「しごと」を創出する・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

基本目標Ⅱ 東みよし町への「ひと」の流れをつくる・・・・・・・・・・・・ 9 

基本目標Ⅲ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる・・・・・・・・・・・・・11 

基本目標Ⅳ 安心して暮らすことのできる「まち」をつくる・・・・・・・・・13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 1 - 
 

第１章 重点戦略について 

１ 重点戦略の位置づけ 
 
第２次東みよし町総合計画の基本構想で示した東みよし町の将来像を実現するためには、

各種の施策を効率的かつ効果的に推進することが必要となります。このため、第３期重点
戦略では、引き続き、本町の喫緊の課題である人口減少問題に関するものを重点施策と定
め、連携した取組を進めるとともに、この施策を「第３期東みよし町まち・ひと・しごと
創生総合戦略」として、町の最上位計画である総合計画における重点施策と位置づけ、総
合計画と一本化して定めるものとします。 

本町においては、2000 年以降、一貫して人口減少が進展する中で、2015 年に東みよし
町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し、人口ビジョンとして長期的な将来の目標人
口を設定するとともに人口減少対策に取組み、2020 年には第２期東みよし町まち・ひと・
しごと創生総合戦略（以下、「第２期創生総合戦略」という。）を総合計画における今後５
年間の重点戦略として位置づけ、これを達成するための４つの基本目標を定め、様々な取
組を推進してきました。 

こうした取組等の効果により、2019 年 10 月時点においては、人口ビジョンで設定した
将来の目標人口を上回る人口規模を維持できていますが、2024 年 10 月時点においては目
標人口を下回っており、さらに人口の構造においては、目標人口に対して 44 歳以下の若い
世代の不足が顕著な傾向が続いており、長期的には、これに起因する人口減少の加速が危
惧されます。 

また、その結果として、地域産業の衰退、地域経済規模の縮小等のまちの活力の減退、
さらに医療費等の社会保障費の増大、まちづくりの担い手不足、地域コミュニティの衰退
など、まちづくりや住民の生活全般に大きな影響を与えることが懸念されます。 

依然として、本町の人口減少に歯止めがかからない状況にある中、新型コロナウイルス
感染症の拡大は、リモートによる働き方等の変化といったデジタル・オンラインの活用を
加速化させた一方で、年間 100 人程度あった出生数がコロナ禍には２割程度減少するなど、
地域経済のみならず人口減少や少子高齢化にも多大な影響をもたらしました。 

こうした中、国においては、デジタル技術の活用による地域課題の解決や魅力向上とい
った地域活性化の加速化・深化をめざすため、令和４年１２月に「デジタル田園都市国家
構想総合戦略」を新たに策定しました。 

本町においても、こうした国の動きと連動して、これまでの地方創生の取組にＡＩ・デ
ジタルの力を活用するなど、時代の変化やニーズに的確に対応した取組を推進する必要が
あります。地方創生の更なる加速化を図り、将来に夢と希望のもてる持続可能なまちづく
りの実現に向け、今後５年間の政策の方向性や具体的な施策を示す第３期の総合戦略を策
定します。 
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＜重点戦略の位置づけイメージ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

第２次東みよし町総合計画 

 

 

2029 年に約 13,000 人を維持 

めざす将来像 

目標とする将来人口 

基
本
構
想 

 重点 
戦略 

重点 
戦略 

重点
戦略 

重点 
戦略 

重点 
戦略 

重点
戦略 

６つの政策目標 

基
本
計
画 

６つの政策目標に紐づく施策・事業の中から、今後特に
重点的に推進すべき取組を重点戦略として選定 

 
重
点
戦
略 

喫緊の課題である人口減少対策（＝第３期創生総合戦
略）を、本計画における今後５年間の重点戦略として位
置づけ、一体的に推進 

 
本町の人口の動向や、これを踏まえた長期的な将来人口の推計を行うことで、人

口動向の特性と課題を把握し、目標とする将来人口と、将来人口に基づく将来の展
望を検討・提示するもの。 

また、第３期創生総合戦略の目標設定や、必要な施策・事業を検討する上で、重
要な基礎資料となる。 

東みよし町人口ビジョン 
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２ 人口ビジョンとの関係 
重点戦略（第３期創生総合戦略）においては、2019 年度に見直しを行った人口ビジョン

における戦略人口（＝目標人口）の実現に向けて、第１期からの取組で根付いた、まち・
ひと・しごと創生の意識や枠組み・取組を継続しつつ、住民のニーズや国の方針等も勘案
した新たな視点を踏まえ、より一層の充実・強化に取り組みます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【2060 年の戦略人口】 

 総人口約 10,000 人を実現 
 

【戦略人口実現のための目標】 

 合計特殊出生率 2.07（毎年 75 人程度の出生）、毎年 42 人程度の転入超過の達成 

人
口

 

【2029 年の戦略人口】 

 総人口約 13,000 人を実現 
 
【戦略人口実現のための目標】 

 合計特殊出生率 1.80（毎年 90 人程度の出生）、毎年 57 人程度の転入超過の達成 

【第２期 基本目標（2020～2024 年）】 

Ⅰ．安定した「しごと」を 

創出する 

Ⅱ．東みよし町への「ひと」の 

流れをつくる 

【第１期 基本目標（2015～2019 年）】 

《基本目標１》東みよし町に安定した「しごと」を創出する 
《基本目標２》東みよし町への「ひと」の流れをつくる 
《基本目標３》若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 
《基本目標４》「まち」に活気をもたらし、安心して暮らすことのできる環境をつくる 

【第２・３期における新たな視点】 

１．だれもが活躍できる地域社会の構築 
  女性をはじめ、だれもが希望を実現できる社会づくり 
２．人口減少へ適応するまちづくり 
  新たな概念である SDGｓや関係人口等、人口が減少しても持続可能なまちづくり 
３．町の強み・資源・魅力のさらなる活用 
  住民の満足度が高い子育て支援や学校教育等、町の強みを活かした戦略 
  町の資源の魅力等の、共有促進へ向けた対応 

Ⅲ．結婚・出産・子育ての 

希望をかなえる 

Ⅳ．安心して暮らすことのできる 

「まち」をつくる 
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３ 基本目標 

Ⅰ．安定した「しごと」を創出する 

 
 
 
 

目標指標 単 位 現状値 
（2023 年） 

目標値 
（2029 年） 

町内民営事業所数 事業所 617（2021） 570（2026） 

町内民営事業所従業者数 人 4,370（2021） 4,294（2026） 
 

Ⅱ．東みよし町への「ひと」の流れをつくる 

 
 
 

目標指標 単 位 現状値 
（2023 年） 

目標値 
（2029 年） 

社会増減数 人 －36 ＋57 
 

Ⅲ．結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 
 
 

目標指標 単 位 
現状値 

（2023 年） 
目標値 

（2029 年） 
年少人口比率（10 月 1 日時点） ％ 11.3（2024） 11.2（2030） 
出生数 人 73 90 

 

Ⅳ．安心して暮らすことのできる「まち」をつくる 

 
 
 

目標指標 単 位 
現状値 

（2023 年） 
目標値 

（2029 年） 
社会増減数【再掲】 人 －36 ＋57 

 

新産業の創出・新ビジネスの創造、地元企業の振興等により町の経済の活性化を図
ります。また、地域の多様な就業の場で、能力を発揮し、活躍できる人材の育成・確
保を進めます。 

本町固有の地域資源である自然環境や交流拠点等を活かした観光・交流を推進する
など、本町と多様な主体間のつながりづくりを進めます。 

安心して子どもを産み育てることができるよう、切れ目のない子育て支援を充実す
るとともに、新しい時代にも対応できる本町独自の教育環境づくりを進めます。 

住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、災害対策や健康づくり
の取組を進めるとともに、地域への愛着を高め、住民の定住を促進します。 
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４ 重点戦略の体系 
 

基本目標 目標指標 基本的方向性 

Ⅰ．安定した「しごと」を

創出する 

仕事に関する指標 
 
◇町内民営事業所数 

◇町内民営事業所従

業者数 

１ 新産業の創出 

２ 人材の育成・確保 

３ 町を支える企業の振興 

    

Ⅱ．東みよし町への「ひと」

の流れをつくる 

移動・交流に関す

る指標 
 
◇社会増減数 

１ 地域資源等を活かした観光の推進 

２ 関係人口の創出・拡大 

    

Ⅲ．結婚・出産・子育ての

希望をかなえる 

出生・子どもに関

する指標 
 
◇年少人口比率 

◇出生数 

１ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる環境づくり 

２ 子どもが心身ともに健やかに育つ環境づくり 

    

Ⅳ．安心して暮らすことの

できる「まち」をつく

る 

定住に関する指標 
 
◇社会増減数（再掲） 

１ 災害に強いまちづくりの推進 

２ 生涯健康しあわせのまちづくりの推進 

３ 郷土愛の醸成 

  



- 6 - 
 

第２章 重点戦略の展開 

基本目標Ⅰ 安定した「しごと」を創出する 

（１）新産業の創出 

創造的な産業の創業・起業を支援するとともに、新産業の創出や新製品・新技術の開発
等への取組を支援することで、ビジネスや雇用の機会づくりを促進します。 
 

＜主な事業＞ 
・デザイン経営※11 推進事業 
・起業創業支援事業 
・いちごタウンプロジェクトの推進 
・ものづくり企業と連携する先端企業の誘致 
・サテライトオフィス※12 の誘致 
・都市部での起業希望者・企業誘致活動 
・都市部等での共同ジョブイベント実施 
・６次産業化と Web3.0（分散型インターネット）や、AI・ロボティクスなどの先端技術との

融合 
 

ＫＰＩ 
（重要業績評価指標） 

単 位 
現状値 

（2023 年） 
目標値 

（2029 年） 
創業・起業件数 件 10（2019 年～2023 年） 10（2025 年～2029 年） 
誘致企業数 社 ５（2019 年～2023 年） ５（2025 年～2029 年） 

 
【関連する総合計画（基本計画）の施策】 
3-2-（2）近代的・魅力的な商業活動の促進 
3-3-（3）産業人材の確保・育成 
3-3-（4）産業拠点の確保 
※関連する総合計画の施策に付帯される番号（3-2-（2）等）は、それぞれ総合計画の基本計画における政策目標-分野別施策-主な

施策を示す（以降も同様）。 

  

 
※11 デザイン経営とは、デザイン的な思考を経営に活用し、企業のブランド力やイノベーション力を向上することで、国際的な競争

力を高めていこうという考え方のこと。 
※12 サテライトオフィスとは、企業の本社・本拠地から離れた場所に設置する小規模のオフィスのこと。 
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（２）人材の育成・確保 

町内事業者の経営力向上のためには、現在働いている従業員定着と活躍が重要です。
事業者が従業員の成長と能力開発に積極的に取り組めるよう、人材育成の支援を強化し
ます。また、義務教育課程におけるキャリア教育や、広域連携による高校生への企業出前
授業実施など、若者の職業観の育成や、地元に残り、地元で働くことの意義を伝える取組
を、事業者と共に実施します。さらに、新産業を生み出していく起業家精神の育成や地域
課題の発見・解決力を高めていきます。 
 

＜主な事業＞ 
・人材確保、人材育成支援事業 
・小中学校でのキャリア教育※13 実施 
・女性活躍事業の推進 
・人材育成国際研修の実施 
・リスキリングセミナーの開催 
・デジタル人材の育成 
・広域連携での高校生への起業出前授業等の実施 
・地域の求人情報の発信 

 
ＫＰＩ 

（重要業績評価指標） 
単 位 

現状値 
（2023 年） 

目標値 
（2029 年） 

人材確保・人材育成支援回数 回 ６ 10 
 

【関連する総合計画（基本計画）の施策】 
3-3-（3）産業人材の確保・育成 

 

（３）町を支える企業の振興 

地元企業の経営基盤の強化や地場産品の高付加価値化、国際社会共通の目標である
SDGｓに関する情報発信等を推進し、地域を支える企業の振興を図ります。また、人材
不足に対応するため、DX 化を進め業務効率化を図ります。 
 

＜主な事業＞ 
・稼ぐ力を付けるための経営診断・経営計画策定支援 
・新商品開発、販路開拓への支援 
・地域事業者へのＳＤＧｓ啓発、認知度向上活動の実施 
・DX による業務効率化を支援 

 
 

 
※13 キャリア教育とは、子ども・若者がキャリア（自らの役割の価値や自分と役割との関係を見いだしていく連なりや積み重ね）を

形成していくために必要な能力や態度の育成を目標とする教育的働きかけのこと。 
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ＫＰＩ 
（重要業績評価指標） 

単 位 
現状値 

（2023 年） 
目標値 

（2029 年） 
経営診断・経営計画策定件数 件 53 60 
町の支援を活用した新商品開発件数 件 ４ ５ 

 
【関連する総合計画（基本計画）の施策】 
3-3-（1）中小企業の経営力向上・強化 
3-3-（2）事業者のグローバル展開 
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基本目標Ⅱ 東みよし町への「ひと」の流れをつくる 

（１）地域資源等を活かした観光の推進 

本町固有の各種アクティビティ体験や味覚体験、農業体験、田舎暮らし体験等の様々
な観光資源を活かした体験ツアー型観光を展開します。さらに、徳島県西部２市２町と
一般社団法人そらの郷（地域連携 DMO※14 法人）と連携し、「にし阿波」の歴史・文化を
活かした体験型教育旅行の実施を検討するなど、県西部圏域全体の観光振興を推進しま
す。また、観光地へのアクセスの改善を図るとともに、他のエリアを連携させ、町全体の
賑わいの創出を目指します。 
 

＜主な事業＞ 
・観光交流施設を使ったイベントの実施 
・いちごを活かした体験コンテンツの開発 
・新たな体験型観光の事業開発 
・広域連携による観光誘客・交流人口の拡大 
・ジオパークの推進 

 

ＫＰＩ 
（重要業績評価指標） 

単 位 
現状値 

（2023 年） 
目標値 

（2029 年） 
教育旅行の受入校数 校 26 30 
町内宿泊施設利用者数 人 12,112 16,000 

 
【関連する総合計画（基本計画）の施策】 
3-3-（2）事業者のグローバル展開 
3-4-（1）既存観光・交流資源の充実・活用 

 

（２）関係人口の創出・拡大 

働き方や生活様式の考え方が急激に変化していく中、地方に関心を持つ人や企業に対
して、本町への関わりを持ってもらえる事業を実施し、関係人口拡大へとつなげます。さ
らに、ＳＮＳ等の情報発信により、地域に継続的に多様な形で関わる関係人口への持続
策として活用します。 
 

＜主な事業＞ 
・体験ツアーの実施 
・ワーキングホリデー※15 の受入体制の整備・受入の実施 
・空き家・遊休施設の利活用の検討 

 
※14 DMO とは、観光物件、自然、食、芸術・芸能、風習、風俗など当該地域にある観光資源に精通し、地域と協同して観光地域作り

を行う法人のこと。 
※15 ワーキングホリデーとは、働きながら留学できる制度のこと。 
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・企業研修・社員教育や福利厚生に活用できる交流事業の創出 
・地域での受入体制の整備 
・奨学金の返還支援を通しての定住促進 
・ (仮称)地域交流拠点施設の整備  

 
 

ＫＰＩ 
（重要業績評価指標） 

単 位 
現状値 

（2023 年） 
目標値 

（2029 年） 
企業研修・フィールドワーク研修数 件 ６ ７ 
空き家のマッチング件数 件 ９ 10 
ＳＮＳフォロワー数（※関係人口） 人 1,580 2,100 

 
【関連する総合計画（基本計画）の施策】 
5-4-（5）関係人口の創出 
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基本目標Ⅲ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

（１）結婚・出産・子育ての希望をかなえる環境づくり 

安心して子どもを産み育てることができるように、こども家庭センターを設置し、母
子保健機能と児童福祉機能の連携を強化することにより、専門職による妊娠期からの切
れ目のない支援を実施します。また、だれもが仕事と子育ての両立を実現できる環境整
備に取り組みます。 
 

＜主な事業＞ 
・保育所・認定こども園の保育料・給食費の無料化 
・こどもの医療費無料化 
・こども家庭センターの設置 

 
ＫＰＩ 

（重要業績評価指標） 
単 位 

現状値 
（2023 年） 

目標値 
（2029 年） 

保育所・認定こども園入所率（３月 31 日） 箇所 82.0 90.9 
待機児童数（10 月１日） 箇所 ０ ０ 

 
【関連する総合計画（基本計画）の施策】 

1-3-（2）地域における子育て支援の充実 
1-3-（3）子どもと母親の妊娠期からの健康の確保 

 

（２）子どもが心身ともに健やかに育つ環境づくり 

生きる力を備え、社会の中で健康でたくましく生き抜くことのできる児童・生徒の育
成をめざし、幼小中の連携、地域に開かれた学校づくりを進めるとともに、ICT 等の基礎
的な技術の習得など、新しい時代に対応できる力を習得できる環境づくりを進めます。 
 

＜主な事業＞ 
・特色ある学校づくり推進事業 
・小中一貫教育の推進 
・GIGA スクール構想（１人１台端末・高速ネットワーク整備）の推進 
・コミュニティ・スクール事業 
・健康・体力の育成 

 
ＫＰＩ 

（重要業績評価指標） 
単 位 

現状値 
（2023 年） 

目標値 
（2029 年） 

小学校５年生における肥満傾向児の 
出現率 

男子 ％ 22.9（全国平均 13.6） 全国平均以下 
女子 ％ 14.4（全国平均 9.7） 全国平均以下 

中学校２年生における肥満傾向児の 男子 ％ 16.2（全国平均 10.6） 全国平均以下 
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出現率 女子 ％ 2.9（全国平均 7.0） 全国平均以下 
※指標はいずれも全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果より  

【関連する総合計画（基本計画）の施策】 

2-1-（1）特色ある教育活動の推進 
2-1-（2）生きる力を育む教育活動の推進 
2-1-（3）開かれた、信頼される学校づくり 
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基本目標Ⅳ 安心して暮らすことのできる「まち」をつくる 

（１）災害に強いまちづくりの推進 

南海・東南海地震等への備えを含めた災害に強い安全・安心なまちづくりを進めるた
め、地域の防災の要である自主防災組織の育成に取り組みます。 
 

＜主な事業＞ 
・自主防災組織の強化 
・防災備蓄倉庫の建設 
・避難所の機能強化 
・地籍調査の推進 
・内水氾濫対策 
・道路・交通網の整備 

 
ＫＰＩ 

（重要業績評価指標） 
単 位 

現状値 
（2023 年） 

目標値 
（2029 年） 

自主防災組織訓練回数等 回 56 86 

防災備蓄倉庫（避難所カバー率） ％ 62.0 100.0 

 
【関連する総合計画（基本計画）の施策】 

4-3-（4）総合的な防災体制の確立 
 

（２）生涯健康しあわせのまちづくりの推進 

ライフステージに応じた保健サービスを推進し、生活習慣病等の疾病予防や重症化の
抑制に努め、住民一人ひとりが自主的な健康づくりのもとに健康寿命を延ばし、生涯を
通じて元気でしあわせに暮らすことができるまちづくりを進めます。 
 

＜主な事業＞ 
・国保ヘルスアップ事業の実施による、重症化予防事業の展開 
・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の推進 
・健康増進法（健康増進計画）に基づく各種健診等の実施 

 
ＫＰＩ 

（重要業績評価指標） 
単 位 

現状値 
（2023 年） 

目標値 
（2029 年） 

特定健康診査受診率 ％ 47.4 60.0 
保健指導率 ％ 94.9 95.0 
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【関連する総合計画（基本計画）の施策】 

1-1-（1）健康づくり推進体制の整備 
1-1-（2）各世代の各種健診・指導等の充実 

 
 

（３）郷土愛の醸成 

うるおいと生きがいに満ちた暮らしの実現とともに、本町の魅力や独自性を再発見し、
地域に対する愛着の向上につながるように、住民が本町の歴史や文化に触れる多様な機
会づくりに取り組みます。 
 

＜主な事業＞ 
・歴史ウォーキングラリー 
・ふるさと（ジオパーク等）教育の推進 

 
 

【関連する総合計画（基本計画）の施策】 

2-4-（3）文化財の保存・活用及び施設の充実 
 
 
 


